
「公文書館における原本保存のための劣化対策とマイクロ化」 

 
１）全国の市町村の中でも トップレベルのマイクロフィルム化 (規模、実施期間) 

＊ 他自治体からの視察、問い合わせが多くあります。 

＊ 対象資料          ： 永年保存文書、 活用文書 

＊ マイクロ化継続期間   ： 昭和６１年度から現在まで、２１年間 継続実施 

＊ マイクロ撮影済総数   ： 4,850 巻、約 562 万コマ、２８,９００簿冊（換算） 

＊ 撮影（文書情報管理士） ： １６ミリロールフィルム、複製フィルム作製 

＊ 保存             ： 歴史的公文書とマイクロフィルムの併用保存 

 

２） 歴史的に貴重な史料の原本保存対策 

総数２万数千点の保管資料の中で、明治期以降の安部六か村や、庵原郡の一部の村な

どを編入、合併した際の、合併関係書類、議会関係書類、土地台帳など特に歴史的に貴

重と思われる史料に対しては次のような原本保存対策を施し、かつマイクロ化しました。 

【歴史的史料の アーカイブス化手順】 

① ホコリや虫の死骸などをハケで丁寧に取り除く 

【曝書】とは 

史料の検分と湿気対

策のため、適切な温

湿度のもと、文書１

冊ずつ全ての頁に目

を通すと同時に湿気

を逃します。 

②  曝書 （ばくしょ） 

③ 保存上劣化の原因となる酸性紙の表紙を分離 

④ ホチキスやクリップなどサビの元になる金属を除去します。 

⑤ 古い綴じひもも取り除き、“こより”で綴じ直す 

⑥ 周囲の酸性成分から史料を保護するため、中性の紙で包む 

⑦ 表紙をその上に乗せる 

⑧ 中性紙の保存箱に収納 

⑨ 見出し情報のラベル処理を行う 

⑩ 書棚の指定位置に収納 

 

３） 活 用 

  ＊ 原本保護のため、閲覧は基本的にマイクロフィルムで行っています。 

  ＊ 索引情報や史料の読み込みによるキーワード抽出により、詳細な検索用データ構築 

【マイクロ化工程】 

撮影   現像   検査   オリジナルフィルム   フィルム専用キャビネットで保管 

 

     複製フィルム    リーダープリンターで活用 

 

研究者等の来館者対応のため ㈱工業複写センターに年間を通して管理作業要員を委託。 



松本市文書館が、歴史的保存文書の保存方法についての視察に訪れた時の掲載記事  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信濃毎日新聞 平成１５年５月



平成の大合併により、公文書の廃棄、散逸を危惧する 静岡新聞の掲載記事 

 
 静岡新聞 平成１７年１月 
 
 
 


